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本論文は Fe- Cr, Fe-Ni合金の(α+γ )2 相共存領域で認められる超塑性現象の実験的検討を行ない
超塑性変形機構の考察およびその結果に基づき実用鋼における超塑性の可能性を検討した。その内容
を 6 章にわたって述べた。




第 2 章では，擬粘性が大きな比重を占める超塑性変形において流動応力の歪速度感受性m 値が超塑
性を表わすパラメータであることを現象論的に説明し ， Pb-Sn共晶合金を用いてその実験的検討を行
なった。
第 3 章においては ， Fe-Cr, Fe-Ni 合金 :f.lよびこれら 2 合金に Nb， C を添加し，結晶粒を微細化した
合金について (α+γ)2相共存領域ならびにその近傍の α， γ単相領域で、m値を測定したO α単相， (α十 γ)
2 相共存， y単相の 3 領域におけるm 値の比較，さらにm 値におよぼす歪速度， γ単相の体積率，結
晶粒径，結晶粒界組織の影響を検討した結果，本合金の(α+γ)2相共存領域にて認められる超塑性に
おいてはα-γ相境界の変形挙動が変形を支配すると考えられる結果を得た。この結果および考察か
ら α-γ相境界とりならびにそれに伴う応力集中の αごγ 変態による緩和の 2 過程が継続的に起るこ
とにより超塑性を説明し得ることを提案したO
第 4 章においては， α己 γ変態により応力集中が緩和される現象を検討し，第 3 章で提案した超塑
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性の変形機構の考察を行なった。その結果， α→γ 変態が進行するとき応力緩和による歪が顕著にあ
らわれ，かっこの歪は α→ γ 変態の進行する速度，生成する γ相の体積率に影響されることから，第
3 章で提案した本合金の超塑性の変形機構が現象をよく説明できることを示した。
第 5 章においては，以上の結果に基づいて実用鋼4 種をとりあげ，超塑性が起る可能性を検討し，
その条件を示した。また，これら実用鋼を使用する立場から考察を行なった。






本論文は(α+γ)2相領域に密接に関係した Fe-N および Fe-Cr合金について，擬粘性として取扱
った場合の流動応力の歪速度感受性m値が超塑性を表わすパラメーターであることを明らかにし， m
値におよぼすγ 相の体積率，結晶粒度，歪速度，および結晶粒界組織の景簿を検討した結果，この種
の合金において α-γ相境界の変形挙動が超塑性変形を支配する主因子であるとの新しい知見の結論
をえている。さらにこれらの考えに基づき (α十 γ)2相領域における超塑性変形を実用鋼について調ら
べ適用出来る一般条件を明らかにした。
このように本論文は，超塑性により塑性加工が容易に行ないうる条件を (α+γ)相について明らか
にしたものであり，これらの新しい知見は学術上，工学上に寄与するところが大きい。よって博士論
文として価{直あるものと認Jめる。
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